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「
文
化
財
」
と
は
？

　
「
文
化
財
」
と
い
う
と
、
み
な
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ

う
か
？
「
文
化
財
」
に
は
、
形
の
あ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
技
術
や
風
習
の
よ
う
に
形

の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
人
類
が
歴
史

の
中
で
作
り
上
げ
た
「
も
の
・
文
化
」
や

貴
重
な
「
生
物
・
自
然
」
な
ど
を
総
称
し

「
文
化
財
」
と
呼
び
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
古
い
寺
社
や
仏
像
、
古

墳
、
城
跡
、
石
造
物
、
美
術
品
、
動
植

物
、
遺
跡
、
土
器
、
風
景
、
街
並
み
、
建

造
物
、
交
通
施
設
、
祭
、
舞
踊
、
伝
統
工

芸
技
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
の
目
的

　
文
化
財
は
地
域
の
独
自
性
や
ル
ー
ツ
を

語
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
、
そ
こ

か
ら
多
く
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
に
関
す

る
学
術
的
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
を
象
徴
す
る
も
の
と

な
り
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
上
で
も
有
益

な
存
在
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
保
護
し
、
後
世
へ

伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
独
自
性
が
継
承
さ

れ
る
の
で
す
。
我
々
に
は
文
化
財
の
現
状
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
宝
物
と
し

て
伝
承
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
は
？

　
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
文
化
財
を

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
い
い
、
土
器
な
ど
が

埋
ま
っ
て
い
る
場
所
を
「
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に

は
「
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
遺
跡
が
４
５
０
ヶ
所
以
上

あ
り
、
そ
の
種
類
は
古
墳
、
住
居
跡
、
土

器
出
土
地
、
城
跡
、
た
た
ら
場
跡
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
土
器
な
ど
は
「
遺

物
」
と
呼
ば
れ
、
土
器
の
ほ
か
、
石
器
・

木
製
品
・
金
属
製
品
・
骨
な
ど
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
土
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
物
は
、
当

時
の
生
活
や
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
た
め
、
無
許
可
で
掘
り
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
遺
跡
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

　
町
内
で
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
遺

跡
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
遺
跡
地
図
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
町
内
に
は
、
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
遺
跡
も
多
数
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
保
護
の
た
め

私
た
ち
住
民
が
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
国
や
県
、
町
が
行
う
道
路
や
林
道
、
砂
防

堰
堤
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
大
規
模
な
工
事
の

ほ
か
に
も
、
個
人
が
行
う
住
宅
の
新
築
な

ど
、
地
面
掘
削
を
伴
う
工
事
の
前
に
は
、

文
化
財
保
護
の
た
め
、
遺
跡
の
有
無
を
教

育
委
員
会
へ
照
会
す
る
こ
と
が
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
遺
跡
地
図
」
に
よ
り
遺
跡
の
存
在
を
確

認
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
未
確
認
の
た

め
、
地
面
を
掘
っ
て
遺
跡
の
有
無
を
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
遺
跡
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
け
れ

ば
、
工
事
の
前
に
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
を
図
り
ま
す
。

土
器
は
ど
ん
ど
ん

見
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？
　

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
土
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
状
態
が
最
良
の
保
存
状
態
で
す
。
工

事
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
発
掘

調
査
を
行
い
、
遺
跡
の
様
子
や
出
土
品
に

つ
い
て
記
録
保
存
し
ま
す
。

　
自
治
体
や
研
究
機
関
な
ど
が
工
事
や
研

究
な
ど
の
た
め
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と

以
外
に
、
個
人
が
無
許
可
で
遺
跡
を
掘
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
土
器
を
見
つ
け
た
ら
？

　
み
な
さ
ん
の
所
有
す
る
土
地
で
土
器
が

見
つ
か
っ
た
ら
、
周
辺
に
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
（
遺
跡
）
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
興
味
本
位
で
掘
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
土
器
が
見
つ
か
っ
た
場
所

は
「
遺
跡
」
と
し
て
登
録
し
ま
す
の
で
、

町
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
南
町
郷
土
資
料
館

　
町
は
、
旧
石
見
西
小
学
校
の
校
舎
を
郷

土
資
料
館
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
日

南
町
内
外
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
民
具
や

古
文
書
な
ど
数
万
点
を
保
管
し
て
い
る
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

土
器
な
ど
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
は
事
前
申
込
に
よ
り
見
学

が
可
能
で
す
。
町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
文
化
財

　
「
文
化
財
」
と
は
、
前
述
の
と
お
り
歴
史
的
価
値
の
あ

る
も
の
や
貴
重
な
自
然
を
指
す
総
称
で
、
極
端
に
言
え

ば
、
誰
か
が
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
せ
ば
「
文
化
財
」

と
い
え
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
は
、

「
指
定
文
化
財
」
と
し
て
国
・
県
・
町
が
指
定
し
ま
す
。

　
日
南
町
内
の
指
定
・
登
録
文
化
財
に
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は

　　　　　　「
特
別
」
天
然
記
念
物

　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
ト
キ
や
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
同
様
に
、
特
に
貴
重
な
存
在
と
し
て
国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
本
位
で
捕
ま
え
た
り
、
無
許
可
で
他
の
場

所
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
川
で
見
か
け
た
ら
静
か
に
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
危
険

が
及
ぶ
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
避
難
措

置
と
し
て
保
護
で
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
町
教

育
委
員
会
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

≪県指定保護文化財≫
　常福寺経蔵(多里)

≪町指定史跡≫
　下谷中山鉄山跡(笠木)

≪県指定天然記念物≫
　解脱寺のモミ並木(阿毘縁)

オオサンショウウオの幼生(生山)

≪県指定天然記念物≫
　日南町神福のサクラソウ群落(神福)

　「遺跡」と呼ばれるものは縄文時代
や弥生時代のものだけではありませ
ん。70年前の戦争に関連する施設も遺
跡です。
　町内には、矢戸と宮内の境界にある
宿根山の山頂に、アメリカ軍の戦闘機
を発見するための「防空監視哨」とい
う施設が昭和18年から作られました。
　山頂には今でも大きなコンクリート
の穴があり、当時のままの姿で残って
います。昭和初期の歴史や情勢を知る
ことができる貴重な遺跡です。

日南町の戦争遺跡

宮内防空監視哨見学会のようす

注口土器
(三吉密ケ﨏遺跡出土)

新屋宮ノ段遺跡発掘調査
（新屋）

発掘調査の様子
大原川平山たたら(下阿毘縁)

内ノ倉山横穴墓(生山)

日南町郷土資料館(中石見)

【
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
電
話
　
８
２
ー
１
１
１
８

　　　　　　名　称
オオサンショウウオ
船通山のイチイ
上石見のオハツキ・タイコイチョウ
解脱寺のモミ並木
印賀樂樂福神社社叢
神戸上ハンノキ沼沢林
印賀宝篋印塔
竜泉寺十一面観音立像
日南のかしらうち
常福寺経蔵及び山門
霞の要害跡出土梵鐘鋳造関連遺物
多里層ノジュール列
日南町神福のサクラソウ群落
大石見神社社叢
石棒
上三栄のもちつきともちつき唄
日南神楽
霞のドンドさん（左義長祭）
矢田貝家史跡
花口宝篋印塔
新左衛門の大石橋
下谷中山鉄山跡
宮本家住宅
宮本家土蔵

　　種　別
特別天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
保護文化財
保護文化財
無形民俗文化財
保護文化財
保護文化財
天然記念物
天然記念物
天然記念物
有形文化財
無形民俗文化財
無形民俗文化財
無形民俗文化財
史跡
保護文化財
有形民俗文化財
史跡
有形文化財
有形文化財

指定/登録
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
国登録
国登録

日南町内の指定/登録文化財一覧表


